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The purpose of this study is to overview how physical education teachers at junior 
high schools can acquire “lesson planning ability” through participation in workshop-
type (WS-type) school training. According to this case study, the findings can be 
summarized in three points: (1) physical education teachers improved in their “lesson 
planning ability” through preparation of a guidance plan in WS-type school training 
and in exchange with others. (2) WS-type school training functions as a place to learn 
theory, a place to output, a place to deepen exchange between teachers, a place to 
share knowledge, and a place to contribute to the training of teachers’ “lesson 
planning abilities.” (3) Cooperation with schools, educational committees, and 
universities is indispensable in order to carry out “subjective, cooperative, and active” 
WS-type in school training. 
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調査対象は，2018 年 7 月に実施された X 市西
区の教育研究大会保健体育部会第 2 ブロック会で
あった（以下，研修 A と略記）。その研修 A に参
加していた保健体育科教師は 31 名であった。教
職歴としては，ベテラン教師 2 名，中堅教師 14
名，初任教師 11 名であった注 1）。なお，教職歴の
記入漏れのあった教師 4 名であった。 

































研修 A の実施者は，Y 大学で体育科教育学と教


















第 2 に，「WS 型校内研修の成果」の視点であ





















第 2 に，「WS 型校内研修の成果」については，



























注 3）D. L Kirkpatrick が提唱していた従来の研修の 4 段階評価法は，レベル 1（Reaction：反応），レベル 2（Learning：
学習），レベル 3（Behavior：行動），レベル 4（Results：結果）の 4 段階に分けた効果測定レベルであった。しかし
ながら，多くの教員研修の成果がレベル 1 の段階で評価が留まるという課題（山田，2015）を脱却するために，従来
の評価法をさらに緻密化した New World Kirkpatrick Model を提唱した（Kirkpatrick and Kirkpatrick，2016）。 
「導入」 「展開」
③うさぎ跳び 13 68.4 ㉕その他 13 68.4
⑤馬跳び 13 68.4 ㉔平均台アメンボ跳び 7 36.8
①ラジオ体操 11 57.9 ⑱台からの開脚飛び下り 5 26.3
➅カエルの足うち 9 47.4 ⑩跳び箱でジャンプ 4 21.1






























































容：教師 K の学習内容の選定結果 
表 5 は，研修前後における教師 K が作成した指




選択人数 選択率 選択人数 選択率
➅カエルの足打ち 9 47.4 0 0
⑧時計手押し車 1 5.3 1 5.3
⑮ワニさんじゃんけん 3 15.8 0 0
⑯腕支持リズムジャンプ 2 10.5 0 0
⑰カエル逆立ち 2 10.5 0 0
㉔平均台アメンボ跳び 6 31.6 7 36.8
③うさぎ跳び 13 68.4 2 10.5
⑫マット川渡り 1 5.3 0 0
⑭マットで跳び箱 2 10.5 3 15.8
⑨連続タイヤ跳び 0 0 0 0
⑪板目数え馬跳び 0 0 0 0
④ジャンプして壁突き 0 0 1 5.3
⑬手足ジャンプで前進 2 10.5 0 0
開脚跳びと類似の運動経過が取れるこ
と ⑤馬跳び 13 68.4 0 0
⑦お話跳び箱 0 0 0 0
⑱台からの開脚飛び下り 4 21.1 5 26.3
⑲横向きの跳び箱でかかえ込み跳び
でゴムひもを飛び越す 1 5.3 1 5.3
⑳ステージへの跳び上がり 1 5.3 1 5.3
㉑跳び上がりゴムひもを飛び越す 1 5.3 2 10.5
㉒連続跳び上がり下り 2 10.5 0 0
⑩跳び箱でジャンプ 6 31.6 4 21.1
㉓横向き跳び箱でかかえ込み跳び下り 0 0 0 0
①ラジオ体操 11 57.9 0 0
②補強運動 8 42.1 0 0
㉕その他 0 0 13 68.4







選択人数 選択率 選択人数 選択率
➅カエルの足打ち 5 45.5 0 0.0
⑧時計手押し車 0 0.0 0 0.0
⑮ワニさんじゃんけん 0 0.0 0 0.0
⑯腕支持リズムジャンプ 1 9.1 0 0.0
⑰カエル逆立ち 0 0.0 0 0.0
㉔平均台アメンボ跳び 0 0.0 0 0.0
③うさぎ跳び 8 72.7 0 0.0
⑫マット川渡り 0 0.0 0 0.0
⑭マットで跳び箱 0 0.0 1 9.1
④ジャンプして壁突き 1 9.1 0 0.0
⑬手足ジャンプで前進 0 0.0 0 0.0
⑩跳び箱でジャンプ 3 27.3 2 18.2
⑳ステージへの跳び上がり 2 18.2 5 45.5
⑦お話跳び箱 0 0.0 0 0.0
㉑跳び上がりゴムひもを飛び越す 2 18.2 2 18.2
㉓横向き跳び箱でかかえ込み跳び下り 1 9.1 9 81.8
⑨連続タイヤ跳び 0 0.0 0 0.0
⑪板目数え馬跳び 1 9.1 0 0.0
⑤馬跳び 6 54.5 0 0.0
㉒連続跳び上がり下り 1 9.1 4 36.4
⑲横向きの跳び箱でかかえ込み
跳びでゴムひもを飛び越す 0 0.0 2 18.2
開脚跳び ⑱台からの開脚飛び下り 0 0.0 0 0.0
①ラジオ体操 8 72.7 0 0.0
②補強運動 6 54.5 0 0.0











①ラジオ体操 8 72.7 ㉓横向き跳び箱でかかえ込み 9 81.8
③うさぎ跳び 8 72.7 ⑳ステージへの跳び上がり 5 45.5
②補強運動 6 54.5 ㉕その他 5 45.5
⑤馬跳び 6 54.5 ㉒連続跳び上がり下り 4 36.4





























































容：教師 K の学習内容の選定結果 
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①ラジオ体操 8 72.7 ㉓横向き跳び箱でかかえ込み 9 81.8
③うさぎ跳び 8 72.7 ⑳ステージへの跳び上がり 5 45.5
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 表 5 教師 K が作成した指導案に対する教師 K の自己評価及び大学教員 L の他者評価の結果 




























































































































































下の 2 点から考察を進める。第 1 に，「WS 型校内
研修」を通した「授業構想力」の変容と要因につ












































































































































第 1 に，「WS 型校内研修」の成果としては，教
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